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株式 会 社メ デ ィア 工 房  

C T O（ 最高 技 術責 任 者） を 新設 し 、西 田  裕明 が 就任  

―  A I ・ 占 い コ ン テ ン ツ ・ 美 容 E C  を 横 断 す る デ ー タ ド リ ブ ン 技 術 戦 略 を 主 導  ―  

 

株式会社メディア工房（本社：東京都港区、代表取締役社長：長沢  一男、東証グ

ロース： 3 8 1 5）は、 2 0 2 6 年 3 月 1 日付で、西田  裕明（にしだ  ひろあき）が

C T O（最高技術責任者）に就任したことをお知らせします。当社は、占い事業及び

データ・テクノロジー事業の 2 つの領域で成長を続ける中、技術基盤の刷新と A I 活

用によるプロダクト進化を加速するため、C T O ポジションを新設しました。  

 

■  就 任 の 背 景  

当社は 1 9 9 7 年の創業以来、占いコンテンツのパイオニアとして事業を展開し、

現在は東証グロース上場企業として「占い事業」「データ・テクノロジー事業」の

２事業を柱に、占いに関するコンテンツ、電話・チャットによる鑑定、W e b メディ

アや、その他の診断コンテンツなどを提供しており、女性ユーザーを中心とした 3 0

万人超のアクティブ会員基盤を持ちます。  

生成 A I・パーソナライゼーション・データ分析の急速な発展を背景に、近年にお

いては、占いコンテンツの A I 強化、O n e  t o  O n e マッチングアルゴリズムの高度

化、占い E C のレコメンデーション精度向上など、各事業でテクノロジーを強化し

ていくことが、競争優位性の源泉となっています。こうした事業環境の変化を受

け、技術戦略を経営レベルで主導する C T O ポジションを新設し、西田  裕明が就任

することとなりました。  

会社名 株式会社メディア工房 

所在地 東京都港区六本木 7 丁目 15 番 9 号 

東証グロース 証券コード 3815 



 

 

■  就 任 者 プ ロ フ ィ ー ル  

 
氏名  西田  裕明（にしだ  ひろあき）   

 就任日  2 0 2 6 年 3 月 1 日   

 新役職  株式会社メディア工房  C T O（最高技術責任者）   

 
専門領域  

Web バックエンド開発、モバイルアプリ開発、API 設計・開発、

エンジニア組織マネジメント 
 

【 経 歴 】  

2 0 0 8 年、フィーチャーフォン向けサイトの構築・運用経験を経て独立。 2 0 1 1

年より株式会社ヤマハミュージックメディアにて、音楽配信サービス

「M y S o u n d」を担当し、K D D I 顧客満足度 N o . 1 獲得に貢献する。 2 0 1 2 年には

株式会社レコチョクにて、音楽配信サービスおよびプレーヤー「レコチョク」の

立ち上げに従事。翌 2 0 1 3 年、スマートフォン向けサービスを展開する株式会社

フェローラインを設立し、代表取締役 C T O に就任した。その後、スポーツ特化型

活動支援動画プラットフォームの立ち上げや、月商 2 0 億円規模の B 2 C サービス

における開発・運用をリード。 2 0 2 4 年からは株式会社リヴェルの技術統括として

技術戦略全般を牽引し、 2 0 2 6 年 3 月より当社に参画。現在に至る。  

■  就 任 者 コ メ ン ト  

「この度、株式会社メディア工房の C T O に就任いたしました。  当社は創業以

来、占いコンテンツを通じて多くのお客様に『安心』や『楽しみ』を提供してま

いりました。テクノロジーが加速度的に進化する現代において、技術部門の責任

を担うことに身の引き締まる思いです。  今後は、これまで培ってきたコンテンツ

開発のノウハウを生かし、さらなるサービス品質の向上と、既存の枠組みに捉わ

れない新規事業の創出に注力してまいります。」  

■  代 表 取 締 役 社 長  長 沢  一 男  コ メ ン ト  

「当社は創業以来、コンテンツ企画力を強みに、ユーザーに愛されるコンテンツ

開発を追求してきましたが、次の成長フェーズではこれにテクノロジーの力を本

格的に掛け合わせることが不可欠です。西田氏は、大規模 W e b サービスの開発か

ら A I プロダクトの実装まで幅広い実績を持ち、技術と事業の両面を深く理解する

C T O として最適の人材です。占い診断コンテンツは、ユーザーの興味や悩みに関

するデータを自然に取得する事ができます。コンテンツ×A I×データといった当

社ならではの強みを最大化するリーダーとして、大いに期待しています。」  



 

 

 

■  今 後 の 技 術 方 針 （ C T O 就 任 後 の 重 点 テ ー マ ）  

当社は今後、「占いコンテンツ企業」から「占いデータ企業」への進化を目指し

ます。占いコンテンツの制作力に加え、ユーザーデータや A I 技術を活用すること

で、サービスの付加価値を高め、継続的な成長を支える技術基盤を構築していきま

す。C T O 就任後は、この方針を実現するため、以下の 3 つを技術戦略の重点テーマ

として推進します。  

 

【 A I 活 用 に よ る サ ー ビ ス 高 度 化 】  

生成 A I や推薦アルゴリズムを活用し、占いコンテンツのパーソナライゼーション

を強化します。ユーザーの行動データや嗜好データをもとに、最適な占いコンテン

ツや鑑定メニューを提案する仕組みを整備するとともに、O n e  t o  O n e 鑑定サービ

スにおけるユーザーと占い師のマッチング精度の向上を図ります。また、コンテン

ツ制作やユーザー体験の改善にも A I を活用し、サービス価値の継続的な向上を目指

します。  

 

【 デ ー タ 活 用 を 前 提 と し た 技 術 基 盤 の 整 備 】  

各サービスや事業に分散しているデータを統合的に活用するため、データ基盤

の整備を進めます。データレイクハウスの構築により、ユーザー行動やコンテン

ツ成果の分析を可能にし、データドリブンなサービス改善と新規サービス創出を

支える基盤を構築します。また、C I / C D パイプラインの整備や開発環境の標準化

を進め、開発スピードと品質の向上を図ります。  

 

【エンジニア組織の強化と技術負債の解消】  

技術戦略の実行力を高めるため、エンジニア組織の体制強化を進めます。プロ

ダクト単位の開発体制を整備し、企画・デザイン・エンジニアリングが連携して

継続的にサービス改善を行える開発プロセスを確立します。また、 S R E やデータ

エンジニアなどの専門領域の体制を強化するとともに、開発プロセスやコードレ

ビューの標準化を進め、開発生産性とサービス信頼性の向上を図ります。あわせ

て、既存システムの技術負債を計画的に解消し、将来の事業成長に耐えうる持続

的な開発基盤を整備していきます。  

 

※上記は就任時点での技術方針であり、事業環境や技術動向の変化に応じて柔軟

に見直していきます。  

 



 

 

 

■  エ ン ジ ニ ア 採 用 に つ い て  

当社は上記技術戦略の推進にあたり、バックエンドエンジニア・ S R E・データ

エンジニアをはじめとする各領域のエンジニアを積極的に採用中（正社員）につ

き、「占いデータ企業」への進化 /推進に共感いただける方からのご応募を心待ち

にしております。下記お問い合わせ先またはコーポレートサイト

（ h t t p s : / / w w w . m k b . n e . j p / ）よりぜひお問い合わせください。  

 

■  会 社 概 要  

 
会社名  株式会社メディア工房（M e d i a  K o b o ,  I n c . ）   

 代表者  代表取締役社長  長沢  一男   

 設立  1 9 9 7 年 1 0 月   

 
資本金  4 億 5 , 1 4 5 万 9 , 0 0 0 円   

 
上場市場  東京証券取引所  グロース市場（証券コード： 3 8 1 5）   

 
従業員数  6 7 名（ 2 0 2 6 年 2 月末日現在）※正社員及びパート勤務者数   

 
事業内容  コンテンツ制作・配信事業・各種メディア事業  他事業   

 
所在地  〒 1 0 6 - 0 0 3 2  東京都港区六本木 7 - 1 5 - 9   

住友不動産六本木セントラルタワー 9 階  

 

 
コーポレートサイト  h t t p s : / / w w w . m k b . n e . j p /   

 

 

本リリースに関するお問合せ 

 

株式会社メディア工房 PR 担当 

MAIL irpr@mkb.ne.jp 

TEL 03-5549-1804 

FAX 03-3586-4480 

https://www.mkb.ne.jp/
https://www.mkb.ne.jp/

